
介護を必要としながらも、⾃宅で暮らすみなさまの 

”離れ”のような場所でありたい 

⼩規模多機能型居宅介護

⼩規模多機能型居宅介護とは？

仕事内容

⾃宅ではできないことにチャレン 

ジしてもらったり、⽣活歴や趣味 

などから楽しんでもらえそうなこ 

とを提案しています。

利⽤者さまが⾃宅での“暮らし”に 

お困りのことがあれば助けにいき 

ます。

利⽤者さまには⾷器洗いや洗濯物 

を畳むなどのお⼿伝いに加え、畑 

で採れた野菜の下ごしらえなどを 

してもらうこともあります。

家族であっても⼀⽇中介護するの 

は疲れてしまう…… 

そんなとき、ご家族の代わりに⾝ 

の回りのことを⼿伝ったり、また 

利⽤者さまができることの⼿伝い 

をします。

弊社のToyroro保育園の園児との 

交流においては、保育⼠と連携し 

てイベント内容を企画します。

施設内の広いフロアでは歩く練習 

をしてみたり、体⼒がつくと⼀緒 

に外へのお散歩も楽しみます。

「通い」へは⾏きたくない…… 

でも家にこもっていると⾃分も家 

族も疲れてしまう。そんなときは 

お喋り相⼿として訪問します。 

気晴らしに⼀緒にお散歩へ⾏く 

ことも。

利⽤者さまとスタッフは「家族」のような 

ご家族とスタッフは「戦友」のような…… 

そんな感覚が私たちにはあります。

ONE DAY trial（⼀⽇職場体験）で 

私たちの「仕事」を 

是⾮、⾒に来てください。

これまでの介護サービスは、利⽤者や家族の状況に合わ  

せて必要なサービスを選択し、契約していただくという  

かたちでした。ところが⾼齢者の⽅々の状況は⽇々変化  

していきます。ですから、その都度利⽤するサービスを  

変更して再契約が必要となると、利⽤者やその家族とも  

に⼤きな負担が⽣じてしまいます。またせっかく契約し  

なおしても、通常の「通所」「訪問」などは時間や内容  

の縛りが⽣じるため、思うような⽀援を受けられず、暮  

らしそのものが揺らいでしまうことさえあるのです。  

可能な限り利⽤者やその家族の負担を解消するために、  

サービス選択の⾃由度を⾼めたのが「⼩規模多機能型居  

宅介護」です。  

 

このサービスでは「通い」＋「訪問」＋「宿泊」を組み  

合わせることができるため、継続して⾃宅での⽣活を可  

能にします。また24時間365⽇、切れ間なく臨機応変に  

対応しているため、安⼼してご利⽤いただけます。

「通い」や「宿泊」では

「訪問」では

通い

宿泊

訪問

家で⽣活することを重点におき、 

なるべく⾃宅での過ごし⽅と落差 

がないように⽀援していきます。

「通い」だけでは⽀えきれない時 

間帯やさまざまな⽀援を、その延 

⻑線上として、その⼈の「暮らし 

ぶり」に合わせて⽀援します。

⼀⼈ひとりの思いやこれまでの⽣ 

活スタイルに合わせた⽀援や時間 

の過ごし⽅をご提案します。 

たとえば.....

Aさんは独居で⾷事の準備ができません。

Bさんはご家族が朝早くから仕事で不在なので 

⼀⼈の時間が不安です。

Cさんはご家族が急遽⼊院されることになりました。

毎⽇朝昼晩の⾷事の準備と内服確認をしに“訪問”します。 

また買い物も⼀緒に出掛けます。

トイレも⾷事も安⼼できるように、ご家族の出発前からご帰

宅後までは“通い”で⼀緒に過ごします。⼣⾷もhanareでご⼀

緒します。

急な“宿泊”も対応します。普段から接しているスタッフが

夜勤も対応することで安⼼していただけます。

“暮らし”とは何か


それは朝陽と共に起き、⼣暮れと共に眠ることの繰り返しではない。 

住み慣れた⾃宅や地域で、気⼼が知れた⼈とふれあい、 

思うことを伝え、やりたいことをする。 

私たちは、そんな暮らしをお届けしています。

暮らしは命より重い


